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捕
虜
と
な
っ
た
3
人
の
ロ
シ
ア
人
兵
士
が
眠
っ

人
の
ロ
シ
ア
人
兵
士
が
眠
っ

て
い
る
。

　

村
上
鬼
城
は
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
代

　

村
上
鬼
城
は
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
代

表
す
る
俳
人
と
し
て
活
躍
し
境
涯
の
俳
人
と

表
す
る
俳
人
と
し
て
活
躍
し
境
涯
の
俳
人
と

呼
ば
れ
た
。
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
生
ま

れ
、
昭
和
13
年
に
73
歳
で
生
涯
を
終
え
た
。

境
内
に
は
鬼
城
句
碑
「
大
寺
や
松
の
木
の
間

の
時
雨
月
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

龍
廣
寺
の
墓
所
奥
に
は
陸
軍
墓
地
が
あ

り
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
「
元
ロ
シ
ア
人
兵
士

の
墓
」
が
あ
る
。
西
洋
式
の
平
ら
な
3
基
の

墓
碑
に
は
中
央
に
十
字
架
、
上
部
に
ロ
シ
ア

語
で
銘
文
が
記
さ
れ
、
左
右
に
日
本
語
で
所

属
、
階
級
、
年
齢
、
没
年
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
に
出
兵
し
た
高
崎
15
連
隊
は
、

10
人
の
ロ
シ
ア
軍
捕
虜
を
連
れ
て
戻
り
、
龍

廣
寺
に
抑
留
し
た
。
そ
の
う
ち
傷
病
兵
の
3

人
が
亡
く
な
り
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
た
。
第
2

次
世
界
大
戦
中
は
破
壊
さ
れ
る
の
で
な
い
か

と
心
配
し
地
下
に
埋
め
隠
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
昭
和
51
年
、
日
ソ
協
会
高
崎
支
部
、

龍
廣
寺
住
職
な
ど
に
よ
り
改
修
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
寺
院
に
西
洋
式
の
墓
碑
。
不
思

議
な
違
和
感
は
、
明
治
以
来
高
崎
15
連
隊
が

存
在
し
た
証
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
鬼
城
の

墓
、
元
ロ
シ
ア
兵
士
の
墓
は
と
も
に
高
崎
市

指
定
文
化
財
。

指
定
文
化
財
。

　

高
崎
の
ま
ち
な
か
に
は
古
刹
が
多
い
。
慶

長
3
年
（
１
５
９
８
）
に
井
伊
直
政
が
箕
輪

か
ら
交
通
の
要
衝
・
高
崎
に
城
を
移
し
た
際

に
、
箕
輪
城
下
の
ま
ち
が
そ
っ
く
り
高
崎
へ
と

移
り
、
高
崎
城
や
城
下
を
囲
む
よ
う
に
寺
が

置
か
れ
て
い
る
。

　

高
崎
城
下
の
南
、
聖
石
橋
を
望
む
若
松
町

の
台
地
に
「
高
崎
山
龍
廣
寺
」
が
あ
り
、
山

号
の
高
崎
山
は
、「
高
崎
」
の
由
来
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

●
住
職
が
直
政
に
「
高
崎
」
の
地
名
を
進
言

　

高
崎
は
、
鎌
倉
時
代
ま
で
「
赤
坂
の
荘
」

と
呼
ば
れ
、
１
４
２
８
年
に
和
田
氏
が
城
を

築
い
て
か
ら
「
和
田
宿
」
と
な
っ
た
。
ま
ち
な

か
に
は
和
田
時
代
か
ら
残
る
寺
社
も
多
い
。

　

城
を
箕
郷
か
ら
和

田
の
地
に
移
し
た
直
政

は
、
地
名
を
改
め
よ
う

と
思
案
し
、
城
内
の
西

方
、
烏
川
崖
上
に
立

派
な
松
が
あ
っ
た
の
で

「
松
ケ
崎
」
に
し
よ
う

と
思
い
立
っ
た
。
さ
っ

そ
く
直
政
は
、
信
頼
を

厚
く
寄
せ
る
龍
廣
寺

厚
く
寄
せ
る
龍
廣
寺

の
白
庵
和
尚
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
松
は
枯

れ
る
の
で
良
く
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う
。
白

庵
和
尚
が
「
新
天
地
で
事
業
が
成
功
す
る
よ

う
、
成
功
高
大
の
意
か
ら
高
崎
と
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
」
と
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
直
政
は

大
変
感
銘
を
受
け
「
高
崎
」
に
決
め
、
龍
廣

寺
に
高
崎
山
の
山
号
を
与
え
た
と
い
う
。
ま

た
直
政
は
、
城
地
鎮
護
の
た
め
白
庵
に
千
人

法
憧
を
行
わ
せ
て
い
る
。

　

高
崎
の
由
来
に
は
い
く
つ
か
伝
承
が
あ

り
、
進
言
し
た
の
は
恵
徳
寺
の
英
潭
和
尚
、

鷹
を
放
っ
て
城
地
を
決
め
た
の
で
「
鷹
ケ
崎
」

と
な
り
高
崎
に
転
じ
た
と
い
う
説
も
残
っ
て
い

る
。
ま
た
、
直
政
が
移
っ
て
く
る
前
、
和
田
時

代
か
ら
高
崎
と
い
う
地
名
が
使
わ
れ
て
い
た

と
も
さ
れ
て
い
る
。

●
鬼
城
と
日
露
戦
争
の
捕
虜
兵
士
も
眠
る

　
「
高
崎
山
」
が
掲
げ
ら
れ
た
山
門
を
く
ぐ

り
、
龍
廣
寺
の
境
内
に
入
る
と
、
本
堂
の
左

に
鐘
楼
が
あ
り
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
現

在
も
朝
6
時
と
午
後
5
時
に
鐘
が
つ
か
れ
、

平
穏
な
一
日
を
刻
む
よ
う
に
周
辺
に
鐘
の
音
が

響
き
渡
る
。
鐘
は
室
町
時
代
の
鋳
造
と
見
ら

れ
て
い
る
。

　

鐘
楼
の
奥
が
墓
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
は
、
俳
聖
・
村
上
鬼
城
と
、
日
露
戦
争
で

に
は
、
俳
聖
・
村
上
鬼
城
と
、
日
露
戦
争
で

「
高
崎
」と
い
う
地
名
が
つ
い
た
舞
台

◀「高崎山」が掲げられた山門

◀元ロシア人兵士の墓


